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毎
日
が
防
火
デ
ー
で
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ボ
ク
の
家

　
　
　
　
　
四
月
一
日
～
七
日
　
春
季
火
災
予
防
運
動

　
十
日
町
地
域
消
防
本
部
、
署
、
消
　
　
中
心
と
し
た
焼
死
防
止
対
策
の
徹
底

防
団
で
は
、
①
身
体
不
自
由
者
等
を
　
　
②
家
庭
に
お
け
る
防
火
対
策
の
推
進

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，
．
‘
，
　
③
防
火
対
象
物
に
か
か
る
防
火
安
全

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
確
保
、
④
異
常
乾
燥
時
及
び
強
風

　
　
　
　
　
～
　
　
　
　
　
　
　
　
　
時
の
火
災
発
生
防
止
対
策
の
推
進
を

　
　
　
▽

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
重
点
に
、
四
月
一
日
～
七
日
ま
で
春

　
’
』
・
へ
壷

　
∬
◎
」
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
季
火
災
予
防
運
動
を
実
施
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
期
間
中
に
、
消
防
職
員
、
消
防
団

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
員
が
各
事
業
所
、
各
家
庭
に
火
の
元

　
　
　
、
　
，
戸
　
　
　
　
　
　
　
　
　
検
査
に
伺
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
ヒ
リ
ト
ノ
ヘ
　
　
　
　
も
モ
ノ

　
　
　
　
　
　
　
セ
　
　
　
　
　
ト
　
　
　
ノ

　
　
　
　
　
　
“
蓄
．
、
■
　
．
　
。
　
　
　
昨
年
一
年
間
に
、
郡
市
内
で
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
講
　
　
就
　
☆

　
　
　
　
　
〆
蛋
．
ズ
、
．
一
二
＋
七
件
の
火
災
が
発
生
し
、
李

百
万
円
も
の
損
害
額
を
出
し
て
い
ま

す
。
毎
年
春
に
は
、
田
畑
の
周
囲
の
枯

草
焼
や
山
菜
取
り
の
タ
バ
コ
の
火
の

不
始
末
か
ら
林
野
火
災
が
多
く
発
生

し
て
い
ま
す
の
で
十
分
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

　
な
お
、
期
間
中
消
防
本
部
に
お
い

て
防
火
相
談
所
を
開
設
し
ま
す
の
で

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

救
急
車
の
利
用
は

　
　
　
節
度
を
も
っ
て

四
月
］
日

　
午
後
三
時
～
七
時

　
冬
期
間
休
ん
で
い
た
「
市
民
と
語

る
日
」
を
四
月
か
ら
再
開
し
ま
す
。

　
こ
の
市
民
と
語
る
日
に
は
、
こ
れ

市
役
所
市
長
室

ま
で
に
二
百
七
組
、
千
百
二
十
一
人

も
の
皆
さ
ん
か
ら
参
加
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

。
今
年
は
、
水
問
題
や
青
少
年
、
克

雪
な
ど
の
今
の
十
日
町
市
が
か
か
え

て
い
る
重
要
課
題
を
テ
ー
マ
に
し
た

市
民
と
語
る
日
も
実
施
し
ま
す
。

　
四
月
は
、
フ
リ
ー
で
実
施
し
ま
す

の
で
、
町
内
や
団
体
、
個
人
の
考
え

で
も
何
で
も
、
こ
提
案
く
だ
さ
い
。

　
お
問
い
合
わ
せ
と
．
こ
連
絡
は
総
務

課
企
画
広
報
係
へ
．

　
昭
和
五
十
六
年
の
救
急
車
の
出
動

状
況
で
は
、
十
目
町
地
域
広
域
事
務

組
合
管
内
で
、
救
急
出
動
件
数
は
、

千
百
六
十
九
件
（
前
年
千
六
十
四
件
）

で
し
た
．
搬
送
さ
れ
た
傷
病
者
は
、

千
百
三
十
一
人
（
前
年
千
七
十
人
）

と
前
年
に
く
ら
べ
出
動
件
数
で
九
・

八
簿
、
搬
送
人
員
で
五
・
七
暫
の
増

加
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
は
、
昨
年
中
に
地
区
民
の
約

七
十
人
に
一
人
が
救
急
隊
に
よ
っ
て

医
療
機
関
に
搬
送
さ
れ
た
こ
と
に
な

り
ま
す
．
出
動
件
数
の
な
か
で
急
病

四
十
四
欝
、
交
通
事
故
十
九
督
で
全

体
の
約
六
十
三
育
を
占
め
て
い
ま
す
。

　
救
急
車
は
原
則
と
し
て
事
故
や
ケ

ガ
が
病
気
に
な
っ
て
緊
急
に
病
院
に

運
ば
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時
に
出
動

し
ま
す
。
タ
ク
シ
ー
が
わ
り
の
よ
う

な
利
用
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

下
水
道
事
業
受
益
者
負
握
金
の

　
　
第
四
期
磯
納
付
期
限
ぱ

　
　
箋
月
叢
筆
廓
臼
ま
で
驚
す
。

一
鐙
喘
瑠
云
刷
所
訓
竣
㎜
■
…

　
昨
年
九
月
か
ら
建
設
中
の
鐙
島
保

育
所
が
、
三
月
四
日
完
工
し
、
三
月

十
三
日
午
後
一
時
か
ら
新
装
な
っ
た

建
物
で
竣
工
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

「
用
地
の
問
題
な
ど
困
難
が
多
か
っ

た
も
の
の
、
地
元
の
皆
さ
ん
の
熱
意

や
関
係
各
位
の
ご
努
力
で
素
晴
ら
し

い
施
設
に
な
っ
た
。
人
間
形
成
に
大

事
な
幼
児
期
。
今
後
も
保
育
の
実
を

あ
げ
て
ほ
し
い
」
と
諸
里
市
長
が
あ

い
さ
つ
。
よ
り
充
実
、
整
備
さ
れ
た

施
設
の
中
で
の
保
育
が
期
待
さ
れ
る

と
こ
ろ
で
す
。
〔
敷
地
…
二
千
八
百
四

十
五
平
方
材
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
平

屋
建
延
四
百
三
十
六
平
方
折
、
工
事

費
七
千
二
百
六
十
三
万
円
〕

国
民
年
金
保
険
料

　
　
　
　
毎
月
ロ
座
振
替
の
お
知
ら
せ

　
三
月
十
日
号
で
も
お
知
ら
せ
し
ま

し
た
が
、
市
民
生
活
課
年
金
係
で
は
、

国
民
年
金
保
険
料
の
口
座
振
替
（
毎

月
振
替
）
の
申
し
込
み
を
受
け
付
け

て
い
ま
す
。

　
毎
月
振
替
は
、
昭
和
五
十
七
年
六

月
分
の
保
険
料
か
ら
実
施
し
ま
す
。

　
口
座
振
替
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

四
月
三
十
日
ま
で
に
市
中
金
融
機
関

へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
五
月
以

降
の
申
し
込
み
は
、
七
月
分
以
降
の

保
険
料
か
ら
振
り
替
え
ら
れ
ま
す
。

　
た
だ
し
、
す
で
に
一
年
前
納
で
口

座
振
替
を
利
用
し
て
い
た
だ
い
て
お

ら
れ
る
方
が
毎
月
振
替
を
ご
利
用
い

た
だ
く
場
合
は
、
五
十
八
年
四
月
以

降
か
ら
と
な
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く

だ
さ
い
。

　
五
十
七
年
度
の
一
年
分
を
口
座
振

替
で
前
納
し
て
い
た
だ
く
方
に
つ
い

て
は
、
四
月
二
十
日
付
で
振
り
替
え

を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
　
申
し
込
み

　
申
し
込
み
は
、
預
金
通
帳
と
通
帳

に
使
用
し
て
い
る
印
鑑
、
年
金
手
帳

な
ど
を
持
参
し
て
振
替
希
望
先
の
金

融
機
関
（
第
四
、
北
越
、
大
光
相
互

新
潟
相
互
、
労
働
金
庫
、
信
用
組
合

ー
十
日
町
及
び
下
条
支
店
ー
、
十
日

町
市
農
協
－
全
事
業
所
ー
）
へ
。

　
　
保
険
料
額

　
定
額
保
険
料
は
、
五
十
七
年
四
月

か
ら
一
ヵ
月
五
千
二
百
二
十
円
に
な

り
ま
す
。
付
加
保
険
料
は
一
カ
月
四

百
円
で
変
わ
り
ま
せ
ん
。

　
お
問
い
合
せ
は
市
民
生
活
課
年
金

係
（
密
七
－
三
一
二
番
内
線
二
一

八
）
へ
。
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繍囎工業の推移

工
業
統
計
調
査
速
報

年次 事業所数 　　　　人従業者数 　　　　　　万円出　荷　額　等

48 2，414 10，669 6，153，979

50 2，396 10，108 8，002，859

52 2，189 8，405 7，388，460

54 1，970 7，798 7，356，951

56 1，798 7，386 6，944，187

講嚢

・
輯
　
　
鎌
　
繋
灘

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
昭
和
五
十
六
年
十
二
月
三
十
一
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
現
在
で
実
施
し
た
工
業
統
計
調
査
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
概
数
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
の
で
お
知

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ら
せ
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
事
業
所
数
三
・
五
％
の
減

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
事
業
所
数
は
、
千
七
百
九
十
八
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
前
年
対
比
六
十
四
事
業
所
（
三
・
四
％
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
減
少
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
全
体
の
九
十
％
以
上
を
占
め
る
繊
維

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，
関
係
事
業
所
の
減
少
が
主
な
要
因
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
す
が
、
中
で
も
出
機
事
業
所
が
前
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
引
き
続
き
百
三
十
一
事
業
所
（
前

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
年
比
十
一
・
八
％
）
減
少
し
た
の
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
き
く
影
響
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
減
少
傾
向
に
あ
る
繊
維
部
門
事
業
所

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
中
で
も
反
物
、
糸
の
染
色
加
工
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
種
な
ど
一
部
の
業
種
で
は
増
加
を
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
ゆ
ず
り
ま
す
・
ゆ
ず
つ
て
く
だ
さ
い

◆
3
月
焉
日
ま
で
の
受
付
分
（
希
望
者
は
市
役
所
経
済
部
商
工
課
内
消
費
者
協
会
へ
）

ゆ
　
ず
　
り
　
ま
　
す

ゆ
ず
　
っ
　
て
く
だ
さ
い

品
　
　
　
名

規
　
格

希
望
価
格

品
　
　
　
名

規
　
格

希
望
価
格

ア
ル
ミ
ホ
イ
ル

（
シ
ャ
レ
ー
ド
用
4
本
）

中
　
古

二
万
円

50

㏄
バ
イ
ク

中
　
　
古

一
万
円

カ
ー
エ
ア
コ
ン

〃

五
、
六
万
円

天
体
望
遠
鏡

〃

相
談
で

花
ビ
ョ
ー
ブ

（
1
m
30
㎝
×
3
m
）

〃

相
談
で

ぶ
ら
さ
が
り
健
康
機

〃

五
千
円
位

米
　
乾
　
燥
　
機

（
10
俵
用
）

〃

一
万
円

ベ
ビ
ー
ベ
ッ
ト

〃

五
千
円
位

ス
　
テ
　
　
レ
　
オ

（
シ
ス
テ
ム
コ
ン
ホ
）

〃

二
万
円

婦
人
用
自
転
車

〃

五
千
円

鱈
燭
続
鞭

　
て
い
ま
す
。

　
従
業
者
数
繊
維
で
減
少
・

　
　
電
気
・
精
密
機
械
で
増
加

　
　
従
業
者
数
は
七
千
三
百
八
十
六
人

　
で
、
前
年
対
比
百
六
十
四
人
（
二
．
二

　
％
）
の
減
少
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ

　
も
事
業
所
数
同
様
、
繊
維
部
門
に
お

　
け
る
従
業
者
が
前
年
対
比
三
百
三
十

　
八
人
（
五
・
四
％
）
減
少
し
た
の
が

　
主
な
要
因
で
す
。
こ
の
結
果
、
前
年

　
ま
で
は
従
業
者
数
全
体
の
八
十
％
以

　
上
を
占
め
て
い
た
繊
維
部
門
の
従
業

　
者
数
は
七
十
九
・
五
％
と
な
り
、
八

　
十
％
を
割
り
込
み
ま
し
た
。

　
　
こ
れ
に
対
し
て
、
進
出
企
業
の
多

　
い
電
気
機
械
器
具
、
精
密
機
械
器
具

　
の
部
門
で
は
増
加
を
し
て
い
ま
す
。

　
　
出
荷
額
で
は

　
　
　
食
料
品
部
門
伸
び
る

　
　
出
荷
額
等
（
出
荷
額
＋
加
工
賃
収

　
入
＋
修
理
料
）
は
、
六
百
九
十
四
億

　
　
四
千
百
八
十
七
万
円
で
、
前
年
対
比

　
十
二
億
三
千
五
百
四
万
円
（
一
．
七

　
％
）
減
少
し
、
う
い
に
七
百
億
円
の

　
大
台
を
割
り
ま
し
た
．
こ
れ
は
繊
維

　
部
門
で
前
年
対
比
二
十
億
九
千
九
百

　
　
万
円
（
三
・
五
％
）
減
少
し
た
の
が

　
　
主
な
要
因
で
す
が
、
繊
維
に
つ
ぐ
窯

　
業
、
土
石
、
一
般
機
械
器
具
の
部
門

　
　
が
伸
び
な
か
っ
た
こ
と
も
響
い
て
い

ま
す
。
そ
う
し
た
な
か
で
堅
実
な
伸

び
を
示
し
た
の
は
食
料
品
部
門
で
あ

り
、
前
年
対
比
二
億
七
百
五
十
九
万

（
十
・
五
％
）
の
増
、
全
体
に
占
め

る
割
合
も
三
・
二
％
と
な
り
ま
し
た
．

　
ま
た
、
最
も
大
き
な
伸
び
率
を
示

し
た
電
気
機
械
器
具
部
門
で
は
、
前

年
対
比
二
億
八
千
三
百
六
十
四
万
円

（
百
六
十
二
・
八
％
）
の
急
増
と
な

り
ま
し
た
が
、
全
体
に
占
め
る
割
合

は
、
ま
だ
一
％
未
満
の
段
階
で
す
。

　
総
じ
て
み
る
と
五
十
六
年
は
、
地

場
産
業
が
前
年
同
様
振
わ
ず
、
減
少

率
こ
そ
鈍
化
し
た
も
の
の
マ
イ
ナ
ス

成
長
で
あ
り
、
繊
維
以
外
の
他
部
門

も
大
き
な
動
き
は
な
く
製
造
業
界
は

停
滞
気
味
と
い
え
る
よ
う
で
す
。

六
花
園
の

　
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
に

小
林
順
二
氏
の
作
品

　
堀
之
内
町
に
あ
る
、
・
、
ニ
コ
・
二
ー

六
花
園
で
は
、
開
設
五
周
年
を
記
念

し
て
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
を
募
集
し
て

い
ま
し
た
が
、
こ
の
ほ
ど
審
査
会
が

行
わ
れ
、
応
募
総
数
四
十
九
点
の
中

か
ら
、
小
林
順
二
さ
ん
（
本
町
七
）

の
作
品
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

餐
華
§
§
ミ
導
§
§
§
§
ミ
馨
§
ミ
§
§
§
§
§
§
§
§
ミ
§
ミ
導
§
§
§
ミ
§
§
ミ
§
ミ
§
ミ
事
§
ミ
ミ
§
ミ
§
ミ
§
§
ミ
§
議

吻
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
櫛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
〔

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
～

　
　
　
　
　
　
　
に
　
り
略

　
　
　
の
　
　
　
　
ヵ

　
　
　
町
入
な
撫

　
　
　
日
　
　
　
　
3
智
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
美
玉

　
　
　
十
　
　
　
魏
崎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
■

捌
★
埼
玉
県
の
熊
谷
市
の
近
く
“
こ
い

㎜
の
ぼ
り
”
で
有
名
な
加
須
（
か
ぞ
）

卿
市
か
ら
十
日
町
の
人
に
な
っ
た
の
は

㎜
市
内
高
山
第
三
の
村
山
美
智
子
さ
ん

卿
★
夫
の
保
栄
さ
ん
（
会
社
員
）
と
知

㎜
り
合
っ
た
の
が
「
道
で
バ
ツ
ダ
リ
会

仰
っ
た
」
と
い
う
か
ら
お
も
し
ろ
い
。
．

卿
そ
れ
以
上
の
こ
と
を
聞
い
て
も
お
二

㎜
人
で
笑
っ
て
何
も
い
い
ま
せ
ん
で
し

卿
た
。
昨
年
十
二
丹
に
長
女
が
生
ま
れ

㎜
た
の
を
き
っ
か
け
に
一
家
三
人
で
十

聯
子
育
て
に
専
念
噂

㎜
★
「
ま
わ
り
の
人
は
雪
の
凄
さ
を
話

卿
う
き
う
き
し
て
い
ま
し
た
。
」
と
，
十
目

㎜
町
の
冬
の
印
象
。

㎜㎜㎜㎜捌㈱捌㎜㎜伽脚卿鰯㎜伽耀伽卿卿卿卿伽卿伽卿卿灘伽耀卿卿伽

伽
（
二
十
五
歳
）
で
す
。

脚㎜卿鰯吻鰯㎜㎜　
㎜
目
町
に
来
て
、
今
の
美
智
子
さ
ん
は

卿耀
㎜
し
て
く
れ
ま
す
が
、
雪
の
美
し
さ
に

卿轍

　
山
菜
な
ど
十
目
町
独
特
の
料
理
に
聯

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

興
味
を
持
っ
た
と
い
う
美
智
子
さ
ん
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
卿

現
在
は
“
イ
モ
煮
”
を
覚
え
よ
う
と
囎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

必
死
に
な
っ
て
い
ま
す
。
　
　
　
　
㎜

★
結
婚
す
る
前
は
看
護
婦
さ
ん
。
夫
㈱

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

の
保
栄
さ
ん
が
、
仕
事
の
つ
き
合
い
聯

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

な
ど
で
飲
む
お
酒
の
こ
と
に
は
、
健
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

康
管
理
に
だ
け
は
気
を
つ
け
て
と
い
伽

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
脚

つ
も
注
意
し
て
い
る
と
か
。
　
　
　
聯

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

★
生
ま
れ
て
五
ヵ
月
の
赤
チ
ャ
ン
の
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

命
名
を
し
た
の
は
、
保
栄
さ
ん
。
生
聯

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ま
れ
た
日
、
空
は
快
晴
で
“
藍
色
”
。
聯

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
の
空
の
よ
う
に
と
い
う
願
い
で
つ
㈱

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
吻

け
た
名
前
が
“
藍
（
あ
い
）
”
　
　
　
伽

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
こ
の
藍
チ
ャ
ン
が
大
き
く
な
っ
て
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

親
子
三
人
で
、
ジ
ョ
ギ
ン
グ
を
す
る
齢

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
伽

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
粥

こ
と
が
今
の
夢
と
い
う
村
山
さ
ん
一

家
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
灘

　
　
　
糠
．

．
纏
灘

癒
・

響
’
ミ
’
§
ミ
’
§
ミ
ミ
’
§
§
§
§
ぎ
§
ぎ
§
§
’
ぎ
§
§
’
§
’
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
’
§
華
§
§
奪
§
§
’
華
§
§
馨
奪
§
奪
泓

　
小
林
さ
ん
の
作
品
は
、
六
花
園
の

［
六
」
の
中
に
若
々
し
さ
、
力
強
さ

を
表
わ
し
、
自
分
た
ち
で
手
を
広
げ

足
を
ふ
ん
ば
っ
て
「
円
形
」
ー
（
希
望
．

夢
・
太
陽
・
和
）
を
注
視
し
て
い
る

様
子
を
デ
ザ
イ
ン
し
た
も
の
で
す
。

鮒、謝、〃腱、㎜吻卿、㎜、棚、欄、卿、㈱、㈱、㎜、酬、㎜㌧襯、備、灘、卿、伽7、脚、〃解、鰯、㈱㌧僻、胤、備へ，欄、撒、㈱、㎜、〃伽伽

　
訂
正
…
三
月
十
日
に
お
配
り
し
た

国
土
利
用
計
画
法
の
チ
ラ
シ
の
中
で

届
出
が
必
要
な
面
積
が
、
都
市
計
画

区
域
と
区
域
外
の
面
積
が
逆
に
な
っ

て
い
ま
し
た
。
計
画
区
域
五
千
㎡
、

区
域
外
一
万
、
m
の
誤
り
で
す
。
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●
国

。
一

一一
。

，

■ ●
●

縣
姦
、
・

晦
嚢
ジ

聾．磁

　　曳』噛

～4月5日からスター一ト～

　春間近か．／9年目を迎えて、こだま号が新しくな

りました。いちだんと明るくなったこだま号を、ど

うぞご利用ください。

　時間、ステーションに多少の変更があります。下

記の表を見てどなたでもお気軽にステーションまで

おいでください。

巡
回 コース

巡 回 日 ステーションと時間
日 （4月～11月〉 午　　前 午 後

第1．3 六　　　箇 4月5・19日 7月5・19日 10月4・18日 六箇山谷 田　　　　麦 田　　　　麦 城　之　古

月 城　之　古
5月1・17日

6月7・21日

8月2・19日

9月6・20日

11月1・15日 1：30～2：00

山谷公民館入口

2二20～2二50
　　　’
田麦公民館前

3二〇〇～3二30

六箇小学校前

3二50～4：20

城之古分館前

第1．3 4月6・20日 7月6・20日 10月5・19日 新　　　　水 山　新　田 三　　ツ　山

飛　　　渡 5月4・18日 8月3・17日 11月2・16日 12二30～1二10 1二30～2：00 3：00～3二30
火

6月1・15日 9月7・21日 飛一小学校前 飛二小学校前 稲原分館前

第1．3 下　　　条 4月7・21日 7月7・21日 10月6・20日 岩　　　　野 海　　　野 水　　　　口 原 上　新　　田 田　　川　　町

水 田　川　町
5月6・19日

6月2・16日

8月4・18日

9月1・16日

11月4・17日 1LOO～11二30

岩野クラブ

1二〇5～1：30

東下組小学校前

1二50～2：20

下組分館前

2二40～3：10

小林良章宅前

3二20～3：50

上新田分館前

4二10～4：40

市営住宅前

第1．3 4月9・23日 7月2・16日 10月1・15日 新　　　　宮
ρ
南 ケ丘団地 太　田　島 水　　　　沢 馬　　　　場 大　黒　　沢

金
水　　　沢 5月7・21日 8月6・20日 11月5・19日 11：00～11二30 1二20～1二5沿 2：10～2：40 2：50～3二20 3二30～4二〇〇 4：15～4二45

6月4・18日 9月3・17日 集会所跡 三恵堂跡 小牧神社前 丸山醤油前 馬場小学校前 団地広場

第2．4 4月12・26日 7月12・26日 10月14・25目 上　　川　　町 本町7の2 田　中　町 稲荷町3の南 住　．吉　町

月
十　日　町 5月10・24日 8月9・23日 11月8・22日 11二〇〇～11：30 2：00～2二30 2二40～3：10 3二20～3：50 4二〇〇～4二30

6月14・28日 9月13・27日 第四銀行寮前 染色整理組合 撚亀工場脇 熊木建築前 関口秀雄宅前

第2．4
4月13・27日 7月13・27日 10月12・26日 北　新　田 谷　内　丑 関　　　　根 池　之　平 川治上町

川　　　治 5月11・25目 8月10・24日 11月9・25日 11：00～11：30 1：20～1二50 2：10～2：40 3：00～3：30 3二50～4二20
火

6月8・22日 9月14・28日 だいせい食堂前 集会所うしろ 地蔵堂前 八箇小学校前 新川屋建設前

第2．4 中　　　条 4月14・28日 7月14・28日 10月13・27日 新　　　　座 上　　　　原 中　　　　町 本町6の3 高田町3南
本町6の3 5月12・26日 8月11・25日 11月10・24目 1二30～2二〇〇 2：10～2二40 2二50～3二20 3二30～4：00 4二10～4二40

水 一』
局　田　町 6月9・23日 9月8・22日 辰巳建設前 大熊勇二宅脇 円通寺入口 大津実宅脇 保健所前

第2．4 四　日　町
4月16・30日 7月9・23日 10月8・22日 四　　日　　町 高　　　　島 鉢 小　　　　泉 稲　　　　葉

5月14・28日 8月13・30日 11月12・26日 11：00～11二30 1：30～2二〇〇 2：20～2：50 3二30～4二〇〇 4二10～4：40
金 吉　　　田

6月11・25日・ 9月10・24日 二瓶砂利車庫前 涌井コンクリート前 鉢公民館前 三浦屋商店前 十二社前

〔夜間コース〕
※11月の最終巡回日は、本の回収のみで貸出しはしません。

第1．3 夜　　　間 4月6・20日 7月6・20日 10月5・19日 泉　　　　町 春　　日　町 美　雪　町

火 ①
5月4・18日

6月1・15日

8月3・17日

9月7・21日

11月2・16日 5：20～6：00

大勇仏具店倉庫前

6二10～6：50

春日公園

7：00～7二40

美雪公園

第2．4 夜　　　間
4月13・27日 7月13・27日 10月12・26日 稲荷町　1 西　本　町 四日町新田
5月11・25日 8月10・24日 11月9・25日 5二20～6：00 6：10～6二50 7：00～7：40

火 ②　●
6月8・22目 9月14・28目 東武運輸跡 西小学校入口 市営住宅入口

【一

一
姻
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3るもの

わ
が
国
は
、
世
界
で
も
一
、
二
位
．

を
争
う
長
寿
国
と
な
り
ま
し
た
。
し

か
し
脳
卒
中
、
が
ん
、
心
臓
病
な
ど

の
い
わ
ゆ
る
“
成
人
病
”
に
よ
る
死

亡
者
は
多
く
、
全
体
の
約
六
十
五
簿

　
を
占
め
て
い
ま
す
。

　
　
成
人
病
は
日
常
生
活
に
気
を
つ
け

　
た
り
、
定
期
的
な
健
康
診
断
を
う
け

　
　
る
こ
と
に
よ
り
、
か
な
り
予
防
す
る

　
　
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は

　
　
成
人
病
に
関
し
て
正
し
い
知
識
を
も

　
　
　
ち
、
健
康
な
く
ら
し
を
心
が
け
る
こ

　
　
　
と
が
大
切
で
す
。

住民検診における
　血圧値判定区分別推移

　
，
ノ
’
・

陰
翫
、
笥

　
　
　
　
、
■
　
　
O

（（、コrア

二．』彰

　
成
人
病
は
、
徐
々
に
病
気
が
す
す

む
も
の
。
自
覚
症
状
が
あ
ら
わ
れ
て

は
じ
め
て
医
師
を
訪
れ
た
と
き
は
、

す
で
に
相
当
な
重
症
に
な
っ
て
い
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

受
診
者
数

年度

51 52 53 54 55 56

69．4
　　　68．9

64．3
　　63。1

　　人
10，817 10，343 8，136 8，121 10，876 10，311

（
U
　
　
　
　
　
（
U
　
　
　
　
　
ハ
∪
　
　
　
　
　
ハ
U
　
　
　
　
　
O
　
　
　
　
　
O
　
　
　
　
　
O

一
／
　
　
　
　
　
6
　
　
　
　
　
r
D
　
　
　
　
　
4
　
　
　
　
　
3
　
　
　
　
　
角
∠
　
　
　
　
　
－

54．2

52．9

19．5　19．3

　　　　　25．4
　　22．6
19．9　　　24。8

　　14．3

10．71L8

26．2

　　　　　　21．7
　　　　　21．0

％
x
分
年 度

51　52　5354　5556
年
正
常 血圧

51　52　53　　5455　56
年
　
境 界血圧

51　52　53　54　55　56年
　
　
高
　 血　圧

　　　＿　　　　＼
　、，・イ

璽くつ
♂（場　　　　二二『こ

　　シ〆

虚／　＼一…諮

壷蟄嬰管
＞＿ノ尾
　　　　v
－℃、剰

　　　　　　」

鴫1郵』 藁～ヨ乙
ご；二∵噛’ρ

　　．ξ、
こご二二’

　、：ご
1こ、一も』

，し　　〃　　　　　　や　γ　　　．　．．㌧㍗91こ一♂

　一一一亭『も』』 　　　　　，　　　■　　　3　　　．
＿一＿，＝＝＝；

　　　　　　　　　　　　　噛マ　　　　　　　　ベ・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5
書

　
で
す
か
ら
定
期
的
に
健
康
診
断
を

受
け
て
、
病
気
の
早
期
発
見
に
ま
ず

努
め
る
こ
と
が
第
一
で
す
。

脳卒中の危険因子

－脳卒中㌧

動脈硬化高血圧

そ
の
弛

糖
尿
病

過
労

ー
ス
ト
膨
ス

寒
さ

食
生
活

遺
伝

　
脳
卒
中
、
が
ん
、
心
臓
病
は
、
四

十
歳
ご
ろ
か
ら
急
に
増
え
、
社
会
的

に
も
家
庭
的
に
も
柱
に
な
る
働
き
盛

り
の
人
た
ち
が
多
く
お
か
さ
れ
る
と

い
う
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　
十
日
町
市
に
お
け
る
死
亡
の
割
合

を
み
て
も
、
全
死
亡
者
の
約
六
十
榔

十日町市における昭和55年
　成人病による死亡率

（
十
日
町
市
の
場
合
）

　
　
　
　
，
．
酬
評
撃

　
　
6
0

成

を
成
人
病
が
占
め
て
い
ま
す
。
　
（
左

図
参
照
）

　
ま
た
、
各
世
代
ご
と
に
死
因
割
合

を
み
ま
す
と
四
十
歳
～
六
十
歳
代
で

は
、
が
ん
死
亡
が
多
く
、
高
齢
者
層

で
は
、
脳
卒
中
に
よ
る
死
亡
が
多
く

占
め
て
い
ま
す
。

熱＼繭

人P／
“．

が

そ

継41．86％ん．

ん

年代別成人病死亡割合
　　　　　（55年　十日町市）

、　　　病

胃ガン26人　肺ガン9人
肝臓ガン12人腸ガン16人
その他のガン17人

『
の

0
％

10500

がん

29．4

脳卒中

23．5

心臓病

11．8

その他

35．3
40代

．
／￥

、

￥

￥

、

33．3 18．5 7．4 40．750代

、

33．9 22．0 10．2 33．9

■　　　　　　　　　　　ノ

60代

　■　！　〆〆

■

　’　！〆

ノ　ノ　ー　ノ　’’’

ノ

17．9 29．5 12．0 40．6歳
上

70
以



（5）lllll””。ll”1”1”1とおガ93お虹らぜ顧III”1””””lll””1”Illl””1”III”ll611”1”1”ll””””II”llll”1””1”“”””ll”””1””。”1””1”18，”II”“箭II””ll””1昭和57年3月25目

灘
繕

　
　
バ

ラ耀

ン
ス
の

と
れ
た

・
．
．
，
灘
懸

鐵

　
健
康
な
生
活
を
過
ご
す
に
は
、
食

生
活
が
大
き
な
要
素
を
占
め
て
い
ま

す
．
偏
っ
た
食
生
活
や
、
塩
分
の
取

り
す
ぎ
等
を
続
け
て
い
る
と
知
ら
な

い
う
ち
に
健
康
を
損
う
こ
と
に
な
り

ま
す
。
十
日
町
市
で
は
、
み
そ
汁
の

塩
分
測
定
と
六
つ
の
基
礎
食
品
の
摂

取
状
況
の
調
査
を
実
施
し
て
き
ま
し

た
。
そ
の
結
果
、
濃
い
み
そ
汁
を
飲

ん
で
い
る
人
は
、
ま
だ
ま
だ
減
っ
て

は
い
ま
せ
ん
。
化
学
調
味
料
を
多
く

使
う
と
塩
味
が
殺
さ
れ
、
舌
の
感
覚

を
く
る
わ
せ
て
し
ま
い
ま
す
。
ま
た

基
礎
食
品
の
と
り
方
を
み
る
と
、
全

体
の
約
七
十
新
の
人
が
、
乳
製
品
、

海
草
類
、
油
類
、
色
の
濃
い
野
菜
な

ど
が
不
足
し
て
い
ま
し
た
。

　
食
生
活
は
毎
日
の
積
み
重
ね
が
大

切
で
す
。
何
を
ど
の
よ
う
に
食
べ
た

ら
良
い
か
、
正
し
い
食
事
の
と
り
方

を
考
え
、
よ
り
良
い
健
康
を
守
る
た

め
に
、
良
い
食
習
慣
を
身
に
つ
け
ま

し
よ
，
つ
。

みそ汁塩分測定結果の推移
　　　　　　　　　　　十日町市
うす味普通の味　濃い味

54年 40．1 7．8 51．96

、、、、、
、、、、

55年 56．9 13．2 29．9

　　　　一　　　　’　　　’　　’
　　’　’　ノノ’’　　　　　　　　　　　　　　　，

56年 38．5 8．69 52．79

　　　　6つの基礎食品

毎日の食事に必ず6つを組み合わせましょう

甲
群
」
轡

第
海漂

健康生活の

チェックリスト
点
う

（
ノ
も

蜘
玄

≧
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、
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∫
合

’

　／ノ
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∫
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一
　｝

鱗‘
　　・』防，

℃v

妥

ま不規則である。

致させていない。

るようなことはしていない。

鶏係は悪い。

r・が持てない。

金然持ってない。

ている。

ぐようにしていない。

傷に努力していない。

ることはほとんどない。

、璽9
燕6　11・自

＼
＼ 　
＼

11、自然に接してリラックスする機会はない。

12、しばしば夜ふかしする。

13、毎日平均して7時間は寝ていない。

14、寝る前に考え事など神経を使い過ぎる。

15、冬でも薄着のままトイレに行く．

16、1日に1回も体操しない。

17、すぐエレベーターや乗物を利用する。

18、1日の生活で6キロメートルも歩かない。

19、なにも運動はしない。

20、食事を抜くようなことが多い。

　　ジ
　§η

1、生活のリズムは

2、ストレスを発散

3、気分転換を図る

4、職場での人間関

5、人生に生きがい

6、健全な趣味は全

7、勝負事に凝って

8、家庭でくつろぐ

9、家族との団らん

10、家族と出かける

隔一　　r

《

ー
1
、
盛

　
ク
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

命
獣
価
、

　
O

傘
へ』』』

ゑ
．
　
　
，

等
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●
●
●
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o　　　　●●●●　　　　電＝コ

ル璃
，
・
、
’
　
　
管
レ

欝

21、食事に偏りがある。

22、甘いものか、塩からいものを食べ過ぎる。

23、野菜を食べることは少ない。

24、食事を楽しく食べようとしない．

25、食べ過ぎの傾向がある．

26、飲んだあと、なにか食べないと気がすま

　ない。

27、アルコールは日本酒換算毎日2合以上飲

　む。

28、しばしば二日酔するほど飲む。

29、タバコを1日15本以上吸う。

30、歩きながら、動きながらタバコを吸う。

※健康生活に悪いことはしていませんか

　　5つ以上ある人は特に気をつけましょう

2月分
住　　所 氏　　　名 保護者

土　市　　1 上村　国生 長生
／

大黒沢1 秋山　陽介 正信

細　　　　尾 小林　絵里 義松

千　歳　　町 高橋　尚也 久光

学校町1 湯沢　寛子 謙一

学校町2 太田真理子 優治

西　寺　町 阿部梨枝子 幸治

稲荷町4 鶴巻　裕子 博

高田町2 元村　智明 徳珠

本町東1 生越まさ子 棋三

四日町新田4 上原　　薫 進

新　座　　1 池田　竜哉 清志

南　鐙　坂 太田麻衣子 清夫

錘離、
轟
灘
．
・

3月分
住　　所 氏　　名 保護者

若　宮　町 本間　　紘 辰二

四　日　町　2 滝沢　雄介 一栄

春日町3 前島　彩野 静顯

南　鐙　坂 酒井　　潤 忠章

下条栄町 生越　梨絵 徹

大黒沢東 内田　佳代 幸雄

土市第3 丸山　和馬 和猪
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昭
和
三
十
七
年
を
ピ
ー
ク
に
三
百

六
人
の
サ
リ
ド
マ
イ
ド
児
が
日
本
で

生
ま
れ
た
．
主
人
公
辻
典
子
も
そ
の

一
人
。
こ
の
映
画
は
、
彼
女
の
「
出

生
か
ら
青
春
へ
」
を
ド
ラ
マ
と
ド
キ

ュ
メ
ン
ト
の
手
法
を
駆
使
し
て
映
画

化
さ
れ
た
も
の
で
、
意
図
す
る
も
の

は
人
間
へ
の
「
讃
歌
」
で
あ
っ
て
、

身
障
者
へ
の
「
哀
歌
」
で
は
な
い
と
し

て
い
る
。
（
プ
レ
ス
シ
ー
ト
よ
り
抜
粋
）

こ
の
映
画
上
映
を
前
に
、
郡
市
社
会

福
祉
協
議
会
、
P
T
A
連
絡
協
議
会

が
後
援
し
、
　
「
典
子
は
今
」
上
映
協

力
会
が
つ
く
ら
れ
、
活
動
を
開
始
し

ま
し
た
。
　
（
「
典
子
は
今
」
…
…
四

月
五
日
～
二
十
三
目
ま
で
、
市
内
映

画
館
で
上
映
さ
れ
ま
す
。
）

　
こ
の
益
金
の
一
部
は
、
仲
間
の
家

・
つ
く
し
園
に
寄
付
さ
れ
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　
多
く
の
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
ご
覧

く
だ
さ
い
。

試
写
会
を
見
て

宮
下
東

　
庭
野
正
夫
さ
ん

　
た
だ
感
動
の
一
言
に
つ
き
る
。
ス

ク
リ
ー
ン
に
映
り
始
ま
る
と
巧
妙
な

筆
さ
ば
き
で
「
希
望
」
と
書
く
。
足

で
書
く
な
ど
と
は
全
く
思
わ
せ
な
い
。

　
我
々
さ
え
墨
な
ど
摺
ら
ず
墨
液
で

書
く
昨
今
、
上
手
に
墨
を
摺
り
巧
み

に
書
く
姿
に
は
感
激
の
涙
が
頬
を
つ

た
う
。

　
と
か
く
こ
の
類
の
映
画
は
、
し
め

っ
ぽ
く
な
り
が
ち
だ
が
全
く
そ
れ
を

．
感
じ
さ
せ
な
い
。

　
典
子
さ
ん
の
明
る
い
性
格
、
元
気

な
振
舞
い
に
、
む
し
ろ
五
体
満
足
の

我
々
が
、
す
べ
て
の
事
に
体
を
ぶ
っ

つ
け
頑
張
ら
な
け
れ
ば
と
、
む
ち
打

た
れ
る
よ
う
な
思
い
を
感
じ
た
。
そ

し
て
、
病
気
、
薬
の
恐
ろ
し
さ
を
、

ま
ざ
ま
ざ
と
知
ら
さ
れ
た
。

　
最
高
級
な
映
画
と
推
薦
い
た
し
ま

す
。

ボーイスカウト隊員募集〃

　野外活動訓練や奉仕活動など、青少年の健全育成

のための活動をしているボーイヌカウト十日町第1

団（今年で結成30周年）では、昭和57年度の隊員を

募集しています。

〔対象〕

　小学校3年生～5年生の男子
〔費用〕

　●入隊金2，000円　●隊費1ヵ月1，000円

　●その他ユニフォーム、備品費なども必要です。

〔申し込み・問い合わせ先〕

市内川原町来迎寺内

ボーイスカウト十日町第1団事務局

　　（E2－3123番・2－2138番）へ。

選挙の知識

こんなことも公職選挙法違反になります

●花輪や香典・祝儀も違反です

　政治家や候補者などに、金をつかわせないようにしなけれ
ばなりません。　r公職選挙法」では、選挙区内の人に寄付を・

することは全面的に禁止されています。政治家や候補者は・

選挙に関係あるなしにかかわらず、次のような贈物をすると

法律違反になります。

　また、有権者も、政治家や候補者などに、このような寄付

を求めることはできません。清潔な政治家を育てるように、

有権者も心がけましょう。

★お中元やお歳暮を贈ること

★お祭りのときにお金を寄付したり、お酒などを届けること

★開店祝いや落成式・起工式などのときに、花輪を贈ること

★出産・入学・卒業・就職などのお祝いに、お金や晶物を贈

　ること

★結婚式のときに、お祝いのお金や品物を贈ること

★旅行する人に、鐘別を贈ること

★お葬式の際、香典や花輪・供物などを贈ること

★町内会や老人会などの集まりに、お金を寄付したり、食事

　やお酒を届けること

★町内会などの団体旅行の際、弁当や飲物をさし入れたり、

　バス代などの費用を負担すること

★選挙区からの陳情者などに、食事や飲物をだしたり、おみ

　やげなどをあげること

●田んぽや空地の立看板も違反です
　政治家や後援団体の立て札・看板も規制されました。事務

所以外の田んぼや空地に“○○後援会連絡所“などの立て札

・看板を出すことは、違反になります。

●みんなの力できれいな選挙を

　
ノ纏

照
’

　
　
寳
　
　
の

恥！

へ

自治省

灘
．
．
淵
鱗
、
、

泌
舞

’
　
　
　
　
　
．
詞

2
第
　
　
　
　
　
　
　
Q

、
、
一
世
　
　
謝
、
㎞
昏

お
祝
い
電
報
は
お
早
め
に
〃

　
　
　
　
　
　
1
三
日
前
ま
で
は
百
五
十
円
の
割
引
ー

　
待
ち
に
待
っ
た
雪
国
の
春
、
そ
れ

は
ま
た
結
婚
シ
ー
ズ
ン
の
到
来
を
告

げ
る
季
節
で
す
。
例
年
こ
の
時
期
に

な
り
ま
す
と
、
各
地
か
ら
お
祝
い
電

報
が
殺
到
し
ま
す
。

　
電
々
公
社
で
は
、
こ
の
対
策
と
し

て
配
達
日
の
十
日
前
か
ら
配
達
日
を

指
定
し
た
電
報
の
受
付
を
行
っ
て
い

ま
す
が
、
式
当
日
の
三
日
前
ま
で
に

お
祝
い
電
報
を
発
信
さ
れ
ま
す
と
一

通
に
つ
き
百
五
十
円
割
引
す
る
制
度

を
設
け
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

　
今
春
、
祝
電
の
混
雑
が
予
想
さ
れ

る
日
は
、

〇
三
月
二
十
七
日
㈲
〇
四
月
十
七
日

㈲
〇
四
月
二
十
五
目
㈲
〇
四
月
二
十

八
日
困
〇
五
月
一
日
ω
〇
五
月
四
日

図
〇
五
月
七
日
囲
〇
五
月
十
六
日
㈹

と
な
っ
て
い
ま
す
。

公
民
館
利
窺
団
捧
の
甫
送
み
儲
四
蒲
帯
日
ま
で

　
市
公
民
館
で
は
、
市
民
の
社
会
教

育
活
動
を
盛
ん
に
す
る
た
め
、
団
体

グ
ル
ー
プ
に
会
場
を
提
供
し
て
い
ま

す
。　

昭
和
五
十
七
年
度
に
公
民
館
（
十

日
町
・
中
条
・
飛
渡
・
川
治
・
下
条
・

水
沢
・
吉
田
）
を
利
用
し
て
学
習
、

文
化
、
レ
ク
な
ど
の
社
会
教
育
活
動

を
行
い
た
い
団
体
の
申
し
込
み
を
四

月
十
日
ま
で
受
付
し
て
い
ま
す
。
お

早
め
に
各
公
民
館
へ
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。
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i　　　犬の登録と注射についてのお知らせ

i　　昭和57年度の犬の登録及び第1回狂犬病予防注射を裏

i　面日程表のとおり実施いたしますび）で、都合のよい会場

i　で受けられるようお知らせいたします。

i　　　※対象となる犬　生後3ヵ月以上の犬

i　　　※持参するもの　（1にの申込書

i　　　　　　　　　　（2）印鑑

i　　　　　　　　　　　（3）登録、注射料金3，660円

i　　　　　　犬の登録、注射申込書

き

り

と

り

線

：　　Nα

町　　　　名

世帯主名

電話番号

犬の種類

犬の年令 年　　　　　　ヵ月

犬の毛色

犬の性別 めす　　　　・　　　おす

犬の名まえ

犬の体格 大　　・　　中　　・　小

何か蕉求鋤麟溢あ欝へ
　～十日町青環響墾導i集中ノ～

ビデオ製作 写　　　　真 ギ　タ　ー

自分達で映像をつくっ 自分で焼く写真の楽し
基礎から始めます

てみませんか さを味わってみては

演　　　劇 自己表現と仲間づくりの場 焼　　　物

人形劇1演劇などの表現活 ■25歳までの勤労青年ならどなたで 土と炎の不思議な芸術

動に興味があるあなたへ もけっこうです。 に挑戦！

〈学習日〉毎週木曜日夜7時～9時

料　　　理
〈時 間〉昭和57年4月～ 映画評論

昭和58年3月
調理方法を学びながら健

〈経 費〉通信費500円・自治会費
映画鑑賞をして感じた

管理についても考えます
1，500円と教材費の実費

事を話し合ってみよう

■開級式は4月8日（木〉夜7時から

文　　　芸 十目町公民館にて ミニコミ紙研究

書く事の好きなあなたく

作品鑑賞や創作活動を

申し込み・問い合せ

十日町市公民館（E7－5011番）

自分達で十目町市のタ

ゥン1誌をつくってみま
せんか

青養蟷仲澗議蠣翻敬揚

　　　　　　欄，、沿晴繹講墜へ

　　期間　昭和57年4月～昭和58年3月
　　経費　受講料は無料、教材費は各自負担

　　申込み　川治地区公民館（密2－2223番〉へ電話でも可
　　開講日　昭和57年4月13日（火）夜7時～

　　場所　川治地区公民館

〈講座の内容〉

健かな子ども達の成長を

　，r地域の子ど・も達の健全育成ユをはかるため青少年育成

十目町市民会議ではr地域子ども会」の組織化を重点とし

て進めることになりました。

　そこで会旗などに使うrマーク」をつぎの通り募集しま

す。

　「地域子ども会」にふさわしいものをふるってご応募く

ださい。

◎応募方法　官製ハガキ使用

　●応募マーク　ハガキの裏面に記入

　●色　一色とする

　●住所、氏名、職業をハガキの裏面に明記

◎締切日　4月30日樹

◎宛　先　〒948十日町学校町、十目町市公民館内

　　　　　青少年育成十目町市民会議事務局

　　　　　　　　　　　　　　　　（E7－5011番）

◎賞　入選1点、佳作数点（薄謝をさしあげます）

◎発表　市報紙面

　　（入選作品は、今後地域子ども会の会旗などで長く使

　　わせていただきます）

◎その他

　1）原画を一部修正することもあります。

　2〉作品は返却しません。

　3）応募作品の版権は青少年育成十目町市民会議に帰属

　　　します。

コ　ー　ス テ　　　　　ー　　　　　マ 講　　師 学習目

い　け　花 お花をとおして情操豊かな生活を 大関君子 毎月
1．2．3火曜目

食　生　活
これからの食生活を考える
実際に役立つ料理法を学ぶ 松村伸子

毎月
1．2．3水曜日

レクリェー
シ　　ョ　　ン

レクを通して自己表現グ）探求を
グループワークトレーニング
広報づくり
スポーツや話合いで仲間づくりを

必要に応じ
専門家を

毎月

1．2．3木曜日

教養講座をコース毎にとり入れて行う

スポーツデー毎月第4木曜日

　　　昭和野年慶1．．朧灘解墾…募集

　勤労青少年ホームは、働く若者ならばだれでも気軽に利用出来る

施設です。あなたも仲間をさそっておいで下さい。

　4月から開講する講座をごあんないします．

講　　座　　名 曜　　　　　口 募集人員 教材費（6ヵ月分）

花道講座　A 第1、第3木曜日 30名 9，000円

〃　　　　B 第2、第4木曜日 30名 9，000円

料理講座　A 第1、第3水曜日 20名 4，800円

〃　　　　B 第2、第4水曜日 20名 4，800円

茶　道　講　座 毎週月曜日 15名 3，000円

きもの着付講座 毎週金曜日 20名 6，000円

●時間は各講座とも午後6時30分～午後9時

開講式　4月6日火曜日午後6時30分全員出席してください。

申し込み　●4月1日から受付け、定員になり次第締切ります。

　　　　　●希望者は、勤労青少年ホーム事務室に申し出て利用申

　　　　　　し込み書に記入して利用証の交付を受けてください。

　　　　　　（継続する方も必要です）

問合せ　十日町市勤労青少年ホームE7－8918番
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　　　　　　　　　　　　1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヨ　　　犬の登録、注射日程表　　　　　　　i

　　　　　　　　　　　　：　　　　　　　　　　　　　鷲地区会場名　時間i
　　　　　　　　　　　　ヨ　川治川治公民館10二30～11：30i
　　　　　　　　　　　　：　　　　　　　　　　　　ロ　　　吉田集会所13：30～13：40 i
4／15　　　　　　　　　　　　i
　　　就業改善センター13：50～14：20　i
困吉田　　　　　　　　　i　　　　　　　　　　　　ロ　　　真田小学校14：30～14二40 ：

　　　　　　　　　　　　：　　　　　　　　　　　　ヨ　　　名ケ山小学校15二〇〇～15：10i
　　　　　　　　　　　　ヨ　　　　　　　　　　　　じ4／16中条新水克雪センター13二30～13：50　i

　　　　　　　　　　　　じ囲十日町赤倉小学校14二30～14二40き

　十日町十日町保健所10：30～11：30り

　　　　　　　　　　　　と　　　大井田公民館13：30～14：30り
4／27中条
　　　中条公’民館10：30～11二30線
∪℃　　　　　　　　　　　1
　　　下条公民館13二30～14二20i
　下条　　　　　　　　　 i
　　　東下組生活改善センター　14：40～15：00　：

　　　　　　　　　　　　；　　　　　　　　　　　　ヨ　十日町十日町市民体育館10：30～11：30　i

　　　　　　　　　　　　オ　　　　　　　　　　　　ロ　六箇羽　根　川　荘13：30～14二〇〇i
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ4／28川治八箇小学校14二30～15：00i
　　　　　　　　　　　　：　　　　　　　　　　　　ヨ困　　 水沢公民館10：30～11二30i
　　　　　　　　　　　　リ　　　　　　　　　　　　ロ　水沢馬場飼育所13：30～14：10 i
　　　　　　　　　　　　：　　　　　　　　　　　　じ　　　野中小学校14：40～15：00i
　　　　　　　　　　　　：　　　　　　　　　　　　：　　　　　　　　　　　　：

月／目
（曜） 地　区 会　　場　　名 時　　間

4／15

困

川　治 川　　治　公　民　館 10二30～11：30

吉　田

吉　田　集　会　所 13：30～13：40

就業改善センター 13：50～14：20

真　田　小　学　校 14：30～14二40

名　ケ　山　小　学　校 15二〇〇～15：10

4／16
囲

中　条 新水克雪センター 13二30～13：50

十日町 赤　倉　小　学　校 14二30～14二40

4／27

∪℃

十日町 十　日　町　保　健　所 10：30～11：30

大　井　田　公　民　館 13：30～14：30
中　条

中　条　公　戻　　館 10：30～11二30

下　条　公　民　館 13二30～14二20
下　条

東下組生活改善センター 14：40～15：00

4／28

困

十日町 十日町市民体育館 10：30～11：30

六　箇 羽　　根　　川　　荘 13：30～14二〇〇

川　治 八　箇　小　学　校 14二30～15：00

水　沢

水　沢　公　民　館 10：30～11二30

馬　場　飼　育　所 13：30～14：10

野　　中　小　学　　校 14：40～15：00

停
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せ
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目
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正
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後
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児
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児
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時
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年
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児
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児
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曹－響

聯
籔
叢
繋
、

　
市
営
及
び
県
営
住
宅
（
空
家
）
の

入
居
募
集
を
毎
月
一
日
～
五
日
の
間

受
付
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
三
月
二
十
日
現
在
で
、
八
幡
田
や

谷
内
丑
で
十
六
戸
の
空
家
が
あ
り
ま

す
の
で
、
こ
希
望
の
方
は
、
次
の
と
お

り
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

入
居
資
格

一
、
十
日
町
市
内
に
住
所
か
勤
務
先

の
あ
る
人
（
日
本
国
籍
の
あ
る
人
）

二
、
同
居
し
て
い
る
親
族
か
同
居
予

定
の
親
族
の
あ
る
人
（
単
身
入
居
の

場
合
は
、
男
子
六
十
歳
以
上
、
女
子

五
十
歳
以
上
）

三
、
住
宅
に
大
変
困
っ
て
い
る
人
。

四
、
入
居
の
申
込
み
を
し
た
時
の
収

入
が
収
入
基
準
に
あ
っ
て
い
る
人
。

（
収
入
の
算
出
方
法
は
、
入
居
申
込

　
萄

　
現

　
日

　
0

　
　

　
銅

覧
ー

一宅住営県●営市

籔
欝
麟
灘
雛

集
灘
蒙
麟
叢
糠

み
を
し
た
世
帯
で
収
入
が
あ
る
人
全

員
の
年
間
総
所
得
金
額
か
ら
、
各
種

控
除
額
を
差
し
引
い
た
額
を
十
二
で

割
っ
て
算
出
し
ま
す
）

五
、
市
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
人
。

申
込
み
書
類

一
、
申
込
み
書
（
建
設
課
に
あ
り
ま

す
）二

、
市
町
村
長
か
税
務
署
長
の
発
行

す
る
納
税
証
明
書

三
、
給
与
所
得
者
は
給
与
証
明
、
申

告
所
得
の
人
は
市
町
村
長
か
税
務
署

長
の
発
行
す
る
所
得
証
明
書

申
込
み

　
申
込
み
と
空
家
状
況
の
お
問
い
合

せ
は
建
設
課
建
築
住
宅
係
（
盈
七
1

三
二
一
番
内
線
二
五
〇
）
へ
。

住　宅　名 種別 戸数 月割家賃 間　取　り 空”

田川市営住宅 1 12 22，000
6、　6、　5

サンルーム、浴室

千代坊市営住宅
1 6 5，600 6、4，5、4，5

1 6 4，800 6、6、　3、

八幡田市営住宅 2 28 27，500
6、　6、　5

サンルーム、浴室 2

谷内丑市営住宅

2 40 3，000 6、4．5

10

2 13 3，500 6、4．5

2 13 4，200 6、4，5、浴室

四日町市営住宅

2 18 4，500 6、4，5、浴室

22 20 4，800 6、4，5、浴室

2 16 5，000 6、4，5、浴室

黒沢市営住宅

2 12 6，300
5、　3、

DK、浴室

2 6 6，500
5、　3、

DK、浴室

2 7 10，700 6、4，5、
DK、浴室

新座県営住宅 1 18 8，200 6、4，5、浴室

黒沢県営住宅
1 36 8，200

6、　3、

DK、浴室 2

1 30 8，400
6、　3、

DK、“”室

年収（）内は月収

　　　　　　　　公営住宅入居資格収入基準
1．入居基準（給与所得者の場合）

種別 収入基準
同居親族
1　　　人

2　　人
（標準世帯）

3　　人
4　　人 5　　人 6　　人

第1種95，000円以下
2，257，999

（188，166）

2，671，999

（222，666）

＄・075・001

（256，250）

3，437，501

（286，458）

3，800，001

』（316，666）

4，162，501

（346，875）

第2種55，000円以下
1，571，999

（130，999）

1，985，999

（165，499）

2，401，999

（200，166）

2，815，999

（234，666）

3，200，001

（266，666）

3，562，501

（296，875）

本表は収入を得ている人が1人の場合。2（注）1　（）書は月額。

献血車日程

十目町市役所4月15日（木）

関芳織物（株）4月16日（金）

（鷺閣騨犠3，寺）

明日といわず今献血を


